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で は P T A を 追 加 し た . 結 果 は 9 例 中 6 例

( 66 . 7 % ) で カ テ ー テ ル 操作 の み により再疎通が

得 られた . 非開通例で は, 第
一

病日に開通 した も

の が 1 例 , 他 2 例 で手術的治療を施行 した .
バ イ

パ ス 手術を要した 1 例を多発塞栓症 で失 っ た . 術

後在院日数 は抗凝 固療法 の コ ン ト ロ
ー

ル の た め
,

手術的治療症例 と同様で あ っ た . 血管内治療は低

侵襲で , ま た下肢血 行再建 の 結果 も良好で あり ,

浅大月退動脈以下の 急性動脈閉塞症治療の 第
一

選択

となりうる と思われた .

3　下肢虚血疾患に対する細胞治療の現状

加 藤 公 則 ・ 柳 川 貴 央 ・ 五 十 嵐 登

佐藤光希・岡村和気・大野有希子

小澤拓也・真木山八城・皆川史郎

西 川 尚 ・ 土 田 圭 一 ・ 中 村 裕 一

小 玉 誠 ・ 相 澤 義 房 ・ 名 村 理 *

曽 川 正 和 * ・ 林 純 一 * ・ 吉 村 宣 彦 * *

新潟大学大学院医歯学総合研究科

循環器学分野

同 呼吸循環器学分野 *

同 腫 瘍 放 射 線 医 学 分 野 * *

重 症 下肢虚 血 に 対 す る 骨髄単核球 移植治 療

( B o n e m a r r o w i m p l a n t ati o n : B M I) は, 日本 が先

駆 けとなり世界をリ
ー

ドして い る分野で あり, そ

の 発展が期待されて い る . 当科 にお い て も, すで

に延 べ 回数 に して 1 7 回 の B M I を 1 5 例 の 症例に

対 して 行 っ て い る . 対象患者は, バ
ー

ジ ャ
-

病 4

例 , 閉塞性動脈硬化症 ( A s °) 8 例 , 動脈血栓塞

栓症 2 例, 特発性好酸球増多症 1 例と, 多岐にわ

た っ て い る . 症例を通して , 多く の 新 しい知見 を

得 た の で以下 の事に つ い て報告する .

1 . B M I の 当科 に おける成績の ま とめ

2 . 血中血管新生 因子 の変化

3 . 移植細胞数と血管再生効果 の 関係

4 . 末梢血単核球移植 ( P e rip h e r al bl o o d c ell

i m pl a n t ati o n : P B C I) による追加治療の成績

要約する と, 骨髄単核球移植によ っ て 自覚症状

及び他覚所見 の改善が認 め られ, 大き な合併症や

事故 は認 め られなか っ た . 血 中 V E G F の 変化 に は

一 定 の傾向はなか っ たが , 著 しい V E G F 高値症例

で は B M I 後速や か にそ の 濃度 は低下 し た . 血中

e r yth r o p oi e ti n は B M I 後減少 し, 血管新生治療の

マ ー カ
ー

に な る可能性が示唆された . A S O 症例 で

は, C D 34 陽性細胞数 に比例 して B M I 効果が高ま

る こ と が推定 された . B M I 後に P B CI を施行 した

3 例に おい て , 治療効果の 増強 が認め ら れ, 有効

な治療手段と考えられ た .
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1　多発奇形，汎血球減少を呈した先天性骨髄異

形成症候群の新生児例

加 藤 智 治 ・ 庄 司 圭 介 ・ 小 野 塚 淳 哉

山 崎 肇 ・ 佐 藤 尚 ・ 松 永 雅 道

柿 原 敏 夫 ・ 内 山 聖 ・ 芦 澤 直 浩 *

蔵 内 香 也 * ・ 松 下 充 * ・ 高 木 偉 博 *

倉 林 工 * ・ 高 桑 好 一 * ・ 田 中 憲 一 *

新潟大学大学院医歯学総合研究科

小児科

新潟大学大学院医歯学総合研究科

産婦人科 *

我々 は多発奇形, 汎血球減少を呈 した先天性骨

髄異形成症候群 (広義の M D S) の 新生児の
一

例

を経験 した . 児は子宮内胎児発育遅延 を指摘され

て おり, 在胎 3 9 週 2 日に胎児発育停止, 潜在性胎

児 仮 死 と 診 断 さ れ 緊急 帝 王 切 開 で 出生 し た .

A p g a r s c o r e l 点 (1 分) , 2 点 (5 分) で 挿管蘇生

され新生児仮死, 低出生体重児の た め N I C U に入


